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FABC50 B #HEAvt—Y (BAEE
(https://www. cbej. catholic. jp/2022/09/07/25355/)

FABC50 4 #HEAvt— (K
FABC 50th Year Celebrations: Message of the Holy Father for August 22
(https://www. cbej. catholic. jp/2022/09/07/25381/)

FABC(7U7 R& i@ ER) 50 AEREHRE MEICRTT
(https://www. cbcj. catholic. jp/2022/10/04/25613/)

FABC50 B EREBEICHT->TOHETYDEFEL (B AREE

(https://www. cbcj. catholic. jp/2022/10/11/25642/)

FABC50 AR EREICHTI->TOBHYDEHFEL (EEF

Request for Prayers for the FABC 50 General Conference
(https://www. cbej. catholic. jp/2022/10/13/25668/)
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(https://www. cbcj. catholic. jp/2022/10/11/25646/)
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	≪2022年11月号（603号）≫
	常任司教委員会
	■10月定例常任司教委員会
	報　告


	1.　 FABC50周年総会での日本の教会に関する発表文書について 本年10月12日－30日にタイのバンコクで開催されるFABC50周年総会で発表する日本の教会に関する報告書を菊地大司教が作成し、FABC事務局に提出したことが報告された。また、同総会に参加を予定していた山野内倫昭司教が体調不良で欠席となったため、以下のメンバーで参加することになった。前田万葉枢機卿、菊地功大司教、中村倫明大司教、勝谷太治司教、ヨゼフ・アベイヤ司教、成井大介司教。
	2.　 2022年度日韓司教交流会について 2022年度の日韓司教交流会に関して、9月1日の常任司教委員会での申し合わせ事項を韓国司教協議会に伝えたところ、9月6日に開催された韓国司教協議会常任司教委員会から、第25回日韓司教交流会を1年後に延期することおよび、25周年記念誌は予定通り2022年11月15日に発行することに賛同するとの見解が届いた。加えて11月15日に両国司教が集ってズーム・ミーティングを開催するという日本からの提案については、全司教を対象とするのではなく、日韓両国の交流会担当司...
	3.　 2022年度司教のための社会問題研修会について 2022年12月7日に「ウクライナ戦争以降の日本の軍拡の現状と平和」をテーマとして開催する社会問題研修会の詳細が報告された。
	4.　 2023年度日本カトリック司教協議会年間活動方針について 9月の常任司教委員会で指摘された事項を修正し、2023年度司教協議会年間活動方針を確定したことが報告された。同方針は2022年度第2回臨時司教総会の報告事項とする。
	5.　 2023年度教区分担金算定額について 2022年7月開催の第1回臨時司教総会において､2023年度の教区分担金については、COVID-19流行で各小教区での献金が集まらないことを考慮し、2021年、2022年度同様、50％減額することが承認された。上記決定に基づき算定した2023年度教区分担金が報告された。
	6.　 法人内の出版物等の取引価格の改定について 公認会計士からの指導により、出版物、新聞の広告等の内製された紙面の取引について、これまでの取引価格の計上方法を変更することが報告された。
	審　議

	1.　 諏訪榮治郎司教引退に伴う新福音化委員会委員長の後任について 諏訪榮治郎司教引退に伴い、諏訪司教が司教協議会で担っていた新福音化委員会委員長について検討した結果、今後の新福音化委員会の見直しも含めて検討するために、現時点では委員長代行を立てずに12月の司教総会で今後の機構改革の構想を報告したうえで対応を検討する。
	2.　 2022年度第2回臨時司教総会について 12月6日に開催予定の2022年度第2回臨時司教総会で取り扱う事項および行事等について検討をおこない、プログラム概要を承認した。
	3.　 『ラウダート・シ』デスク委員委嘱と冊子編集作業の経過について 2022年7月の第1回臨時司教総会で設置が決定した『ラウダート・シ』デスクの委員を同デスク担当司教の成井大介司教が選任し、委嘱することを確認した。また、「ともに生きるために－総合的エコロジーへの取り組み－」案の専門家による校閲が終了し、修正作業を『ラウダート・シ』デスクが継続して行うことを確認した。
	4.　 中央協議会発行出版物の企画について 出版審議会から提出された以下の書籍を中央協議会から発行することと出版企画書を承認した。 　書籍名：『ともに歩んだ25年　親交と一致の旅』日韓司教交流会25周年記念資料集 　内　容：日韓司教交流会25周年を記念した資料集
	5.　 2023年度予算編成方針と予算・中期事業計画作成日程について 「2023年度予算編成方針」および「2023年度の予算中期事業計画作成日程」を承認した。
	学校教育委員会
	■第181回学校教育委員会
	審　議


	1.　 第35回「校長・理事長・総長管区長の集い」について 来年度も2023年4月28日―29日の日程で開催する。会場は都市センターホテル（東京都・千代田区）とし、ハイブリッド開催とすることを確認し、意見交換を行った。
	2.　 2023年度予算案について 2023年度予算案を承認した。
	3.　 学校教育委員会の活動について 今後の活動について意見交換を行った。
	難民移住移動者委員会
	■第24回タリタクム日本運営委員会
	報　告


	1.　  国際タリタクムとタリタクム・アジアからの活動報告
	2.　 タリタクム・ユースアンバサダーの活動報告
	審　議

	1.　  『活動への呼びかけ』に基づく活動として、タリタクム・ベトナムに日本の技能実習制度に関する情報をベトナム語で伝えることになった。
	2.　  10月1日のオンラインセミナーの詳細を審議した。
	カリタスジャパン
	■第4回　援助審査会議
	報　告


	1.　  ウクライナ支援について（募金額・支援額） 3月から8月末日までの、募金額総額は169,888,533円。ウクライナとその周辺国への支援総額は82，105,556円との報告があった。
	2.　 人事報告 事務局員1名が9月末日退職 。
	審　議

	1.　  海外から援助申請について 海外からの一般援助申請案件2件について審査し、ともに承認の方向で援助部会に付託する。緊急案件1件について追加支援を承認した。
	2.　  国内からの援助申請について 国内からの一般援助申請案件2件、コロナ緊急案件に2件について審議し、コロナ案件1件について承認し、あとは援助部会での継続審議となった。
	■第4回　啓発部会会議
	報　告


	1.　 事務局活動報告
	2.　 『Serving Out of Love』の活用について
	審　議

	1.　 国際カリタスキャンペーン「Together We」について
	2.　 2023年度予算 予算案概要の承認を得た。「行動の年（2023）」の取組みについては、本部会としても活動現場を訪問して学ぶプログラムを実施する方向で、詳細を事務局で詰める。
	3.　 事務局より
	正義と平和協議会
	事務局会議
	報　告


	1.　  第8回日韓脱核平和巡礼
	2.　  ワンポイントメッセージ新シリーズ「兄弟の皆さん」を生きる 第2回「第8章　世界の兄弟愛のために働く宗教」講師　古屋敷一葉修道女（援助修道会）8月3日
	3.　  安倍元首相「国葬」に関して
	4.　  各教区の正義と平和、社会活動の聞き取り調査について
	5.　  社会司教委員会主催　司教のための社会問題研修会（12月7日）準備状況
	審　議

	1.　  第8回日韓脱核平和巡礼（8月28日-31日）について 参加者からプログラム、内容に関して報告とともに振り返りを行った。
	2.　  定例委員会（10月7日）議案の検討
	中央協議会事務局
	■総務


